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非常持出品
いざというときにすぐに持ち出せるようにしておきましょう

❶ラジオ（予備電池も用意）❷救急薬品（外傷薬、内
服薬、常備薬）❸非常食品（乾パンや缶詰、水等）❹
貴重品（現金、通帳類、免許証、印鑑等）❺懐中電灯
（１人１個、予備電池も用意）❻その他（衣類、タオル、
ヘルメット等）

Point 短時間強雨の回数は増加傾向
(表)１時間降水量が50㎜、80㎜以上となった回数の年間平均

1976〜88年 89〜01年 02〜14年
50㎜以上 175.4回 201.9回 230.7回
80㎜以上 12.3回 14.0回 16.8回

●気象庁では１時間に 50㎜以上 80㎜未満の雨を「非常に激しい雨」、80
㎜以上の雨を「猛烈な雨」と表現しています。
（出典）気象庁ホームページ　「アメダスで見た短時間強雨発生回数
の長期変化について」（http://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/
heavyraintrend.html）をもとに作成
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１
９
２
３
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
。
凄
惨
な
悲
劇
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、
９
月
１
日
を

「
防
災
の
日
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
竜
巻
、
大
雪
な
ど
近
年
多
発
し
て
い

る
自
然
災
害
。
予
測
で
き
な
い
災
害
時
に
備
え
、
家
庭
や
職
場
で
緊
急
時
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

特
　
集

多
発
す
る
自
然
災
害

　
平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
北
地

方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

市
内
に
も
爪
痕
を
残
し
た
東
日
本

大
震
災
。
同
年
９
月
に
発
生
し
、

市
内
複
数
箇
所
で
浸
水
、
山
間
部

で
は
土
砂
災
害
の
恐
れ
か
ら
一
時

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
台
風
12

号
。
市
内
の
交
通
網
を
大
き
く
混

乱
さ
せ
、
多
く
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
や
カ
ー
ポ
ー
ト
を
倒
壊
さ
せ
た
、

記
憶
に
新
し
い
昨
年
２
月
の
大
雪
。

　
近
年
、
大
き
な
自
然
災
害
が
増

え
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
被
災
す
る

か
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
私
た
ち

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
ら
の
命

を
、
そ
し
て
、
大
切
な
人
の
命
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。

命
を
守
る
日
頃
の
備
え

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
そ

の
こ
と
わ
ざ
の
と
お
り
、
命
を
守

る
た
め
に
は
、
事
前
に
対
策
を
整

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
災
害
が
起
き
た
と
き
、
も
っ
と

も
役
に
立
つ
も
の
、
そ
れ
が
非
常

持
出
品
で
す
。厚
生
労
働
省
の「
平

成
23
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
報

告
」
に
よ
る
と
、
災
害
時
に
備
え

て
非
常
用
食
料
を
用
意
し
て
い
る

世
帯
は
47
・
４
％
と
、
ま
だ
ま
だ

浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状

況
で
す
。
し
か
し
、
非
常
時
に
は

食
糧
供
給
が
減
少
し
、
保
存
の
利

く
食
料
品
が
品
薄
・
売
り
切
れ
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

非
常
持
出
品
を
用
意
し
、
ま
た
、

日
頃
か
ら
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た

め
に
、
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
切
な
人
と
つ
な
が
る

　
災
害
が
起
き
た
と
き
、
あ
な
た

の
大
切
な
人
が
、
ど
こ
で
何
を
し

て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
安
否

が
わ
か
ら
ず
、
不
安
を
感
じ
て
し

ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に
、

家
族
や
大
切
な
人
と
災
害
時
の
連

絡
方
法
や
避
難
場
所
を
し
っ
か
り

と
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
時
は
電
話
が
つ
な
が
り
に

く
く
な
る
た
め
、
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
１
７
１
）
を
利
用
す

る
な
ど
、
複
数
の
連
絡
手
段
を
用

意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
自
覚
と
連
帯
感
に
基
づ
い

て
自
主
的
に
結
成
す
る
組
織
で
す
。

現
在
市
内
で
は
、
80
の
自
主
防
災

組
織
が
結
成
さ
れ
、
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
役
割
は
、
平

常
時
で
は
避
難
経
路
の
安
全
確
認

や
災
害
時
要
援
護
者
の
把
握
、
自

主
防
災
訓
練
の
実
施
と
い
っ
た
も

の
が
あ
り
、
災
害
時
で
は
避
難
誘

導
や
初
期
消
火
活
動
、
救
助
活
動

な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

　
か
つ
て
は
こ
う
し
た
役
割
を
地

域
社
会
全
体
が
担
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
で
は
、
少
子
高
齢
化

や
核
家
族
化
な
ど
の
要
因
か
ら
か
、

そ
う
し
た
つ
な
が
り
も
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
自
主
防
災
活

動
に
は
、
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

地
域
の
連
帯
意
識
の
醸
成
と
い
う

役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
版
防
災
白
書
に
よ

れ
ば
、
東
日
本
大
震
災
の
前
か
ら

自
治
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

い
っ
た
地
域
活
動
へ
の
参
加
頻
度

が
高
い
人
ほ
ど
、
災
害
時
に
支
援

を
し
た
り
支
援
を
受
け
た
り
す
る

可
能
性
が
高
か
っ
た
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
活
動

を
通
し
て
災
害
と
の
向
き
合
い
方

を
知
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
こ
と
が
、
災
害
時
の
生
命

線
に
な
り
う
る
の
で
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
災
害
に
立
ち
向

か
う
心
構
え
を
持
ち
、
活
動
の
中

で
共
助
の
精
神
を
育
む
と
い
う
こ

と
。
そ
こ
に
自
主
防
災
活
動
の
意

義
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
あ
な
た
の
周
り
に
は
、
あ
な
た

を
助
け
た
い
と
い
う
「
気
持
ち
」

を
持
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

助
け
て
も
ら
う
「
勇
気
」
を
持
ち
、

災
害
時
要
援
護
者
と
し
て
登
録
を

し
ま
せ
ん
か
？

　
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制

度
は
、
助
け
た
い
「
気
持
ち
」
と

助
け
て
も
ら
う
「
勇
気
」
を
結
び
、

地
域
の
チ
カ
ラ
を
高
め
る
仕
組
み

で
す
。

❶
事
前
登
録
を
す
る

❷
避
難
支
援
者
を
決
め
て
、
登
録

　
台
帳
に
載
せ
る
こ
と
の
同
意
を

　
得
る

❸
登
録
す
る
際
に
、
支
援
の
た
め

　
に
必
要
な
個
人
情
報
を
提
供
す

　
る
こ
と
に
同
意
す
る

登
録
申
込　
登
録
を
希
望
す
る
人

　
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生

　
委
員
又
は
、
社
会
福
祉
課
へ
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

★
社
会
福
祉
課
☎
�
１
１
４
２

　
本
市
に
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す

る
こ
と
が
困
難
な
人
を
災
害
時
要

援
護
者
と
し
て
登
録
し
、
そ
う
い
っ

た
人
を
避
難
支
援
者
や
自
治
会
、

消
防
団
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

な
ど
、
地
域
が
連
携
し
て
支
援
す

る
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
災
害
時
要
援
護
者
対

象
者
数
の
約
９
千
人
に
対
し
、
登

録
者
数
は
９
０
１
人
（
６
月
時

点
）
と
、
登
録
が
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

災
害
に
備
え
て

身
近
な
救
世
主
「
自
主
防
災
組
織
」

助
け
た
い
「
気
持
ち
」
助
け
て
も
ら
う
「
勇
気
」

　
　
　
　
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度

高
齢
者
・
障
害
者
を

　
　
　
　
　
　
災
害
か
ら
守
る

支
援
を
受
け
る
に
は

体
が
不
自
由
で
災
害
時
の

避
難
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
へ

平成23年９月１日、台風12号により市内
では15件の床上浸水と51件の床下浸水、
２箇所の道路冠水、９箇所の土砂崩れな
ど多数の被害が発生し、児玉町太駄では
地滑りの恐れから避難勧告が発令されま
した(写真は本庄３丁目交差点付近）。

助け愛。支え愛。救い愛。地域の　
　チカラ

　災害では多くの高齢者や障害者が犠牲となっています。東日本大震災では、死者の半数以上が65
歳以上の高齢者で、障害者の死亡率は総人口に対する死亡率の約２倍となりました。
　大災害時には、消防をはじめ行政機関や消防団などが、全ての現場に向かうことはできません。
地域の仲間、知人、近隣住民など、地域全体の力を合わせることで、救える・救われる命がありま
す。いざというときのために、地域のチカラを高めておくことが大切です。

平成25年６月２日の土砂災害訓練｡周囲
の協力があれば車椅子の避難もスムーズ
となる。

災害時に備え、日頃から地域ぐるみで災
害に対する見識を深めることが大切。

普段の見守り
災害時の避難支援
安否確認

情報提供
情報共有

申請書の提出

■災害時要援護者避難支援制度のしくみ
支援を希望する人
（要援護者） 市役所

地域のみなさん

近隣の人 協力
自治会・自主
防災組織など 協力

民生・
児童委員


